
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成３０年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

今後の取り組み  

 

 

事業名 第 5回 JC カップジュニアカーリング大会 

事業主体 

（連絡先） 

（一社）軽井沢青年会議所 

（軽井沢町中軽井沢 9－3 電話 0267-46-1445 理事長 石坂洋二） 

事業区分 （3）教育、文化、スポーツ振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   2,278,809円（うち支援金：1,709,000円） 

 

①カーリング人口の増加 

②青少年のカーリング技術向上 

③青少年の健全な精神性の育成 

※自己評価【B】 

【理由】 

・例年に比べてレッスン参加者が

多かったが、定員には達しなかっ

たため。 

 

【参加チーム集合写真】 

 【目標・ねらい】 

 

①オリンピック選手に体験レッスンの講師にしたこと

や、A3 チラシを学校配布だけでなく新聞折り込みを

し、例年よりも多くの集客があった。 

30年度実績 81名 29年度比 252％増 

レッスン参加者は 5 歳~71 歳と幅広く、アンケート

から「楽しかった」「定期的にやりたい」という声が多

かった。 

②県外選手を招待することで、通常では対戦すること

のないチームや国内トップチームと対戦し、地域の子

供たちが全国ジュニアの競技レベルを体感できる機会

となった。 

③チェアカーリング体験や講演会を通して、パラスポ

ーツへの関心も高まり、世界を目指す選手に対しても

学びのある機会となった。 

 

・軽井沢町、御代田町におけるカーリング人口の増加、

青少年のカーリング技術の向上、カーリングを通じた青

少年の健全な精神性の育成を目的として、カーリング大

会を実施。 

●カーリングレッスン・チェアカーリング体験・講演会 

8月 7日 

81名参加 

●JCカップジュニアカーリング大会 

8月 8日、9日 

16チーム参加（県内チーム 12、県外チーム 4） 

 

引き続き、SC 軽井沢クラブや長野県カーリング協会、社会福祉協議会など各種団体と連携をと

り、夏の全国大会として広報発信と、未経験者も楽しめる工夫を考えていくことで、カーリング

文化を浸透させ、地域の活性化、青少年の健全育成に繋げていく。 


